
2022 年度 【 阪神南・芦屋 】ブロック活動報告 

ブロック代表理事氏名（ 菅原 恵子 ） 

■活動目標 

1．阪神南・芦屋ブロックを主とし、ICT（Web等を）活用し、研修や交流、情報共有図り、他職種等と

も連携強化を図ると共に、看護の質の向上や人材育成を目指す。 

■活動内容 

１．定例連絡会（管理者・役員会） 

回 開催年月日 主な討議事項 出席者数 

1 2022 年 4 月 20 日 介護サービス連絡協議会の議事報告、阪神南ブロックの報告、ONE チ

ーム連絡会報告、各事業所から連絡事項、新型コロナウイルス対策に

ついて 12 名 

2 2022 年 6 月 15 日 介護サービス連絡協議会の議事報告、阪神南ブロックの報告、ONE チ

ーム連絡会報告、今年度の研修会について、新型コロナ対策について

報告、各事業所より報告 13 名 

3 2022 年 8 月 17 日 介護サービス連絡協議会の議事報告、阪神南ブロックの報告、新型コ

ロナウイルス状況について、各事業所より報告 10 名 

4 2022年 10月 19日 芦屋市訪問看護ステーション連絡会研修会「ファシリテーション技術

を学ぶ」開催 9 名 

5 2022年 12月 21日 介護サービス連絡協議会の議事報告、阪神南ブロックの報告、ONE チ

ーム連絡会報告、新型コロナの状況ついて報告、各事業所より報告 11 名 

6 

 

2023 年 2 月 15 日 介護サービス連絡協議会の議事報告、阪神南ブロックの報告、ONE チ

ーム連絡会報告、新型コロナの状況ついて報告、各事業所より報告、

次年度の連絡会の代表選任について 14 名 

２．総会 

日時 場所 報告・審議事項 参加者数 

2022 年 5 月 26 日 Web 芦屋市介護サービス事業者連絡会の活動等報告、会長の選出報告 51 名 

３．研修会 

 １）ブロック独自研修 

研修会名 開催年月日 場所 講師 参加者数 

ファシリテーション技術を学ぶ 2022 年 10 月 19 日 リード芦屋会議室 C 神田信治 11 名 

２）その他研修会 

研修会名 開催年月日 場所 講師 参加者数 

阪神南ブロック「BCP の研修」 2022 年 7 月 30 日 Web  山岸暁美 79 名 

「多機関を知る」Part1 2022 年 9 月 10 日 Web 宮﨑睦夫、善積、

野田 28 名 

「多機関を知る」Part2 2022 年 11 月 5 日 Web 岡、原田、和田 41 名 

「多機関を知る」Part3 2023 年 1 月 14 日 Web  仁科、雑賀、嶋田 51 名 

４．交流会 

開催年月日 場所 内容 参加者数 

2022 年 11 月 27 日 芦屋川河川敷 芦屋市介護サービス事業所連絡会主催 

芦屋川クリーン作戦・交流会 65 名 

 



５．地域の関連機関との連携及び会議等の出席に関する事項 

会議名 開催年月日 場所 出席者氏名 

芦屋市介護サービス事業者連絡会 2022 年 5 月 11 日、7 月 13 日

9 月 13 日 

Web 

木口記念会館 

亀井晃代 

芦屋市他職種医療介護 ONE チーム連絡会 2022 年 6 月 29 日、8 月 31日 

9 月 21 日、11 月 16 日 

Web 雑賀尚美 

６．その他の報告内容  なし 

■活動の評価 

1．新型コロナウイルス感染予防の為、Webを利用した定例会を開催した。コロナが落ち着いている時

は集合での研修を行った。Web では各事業所間の連携や情報の共有、意見交換等ができ、また多職

種との情報交換等もできた。だいぶ、オンライン会議、研修が定着し参加率、効率も良くより交流

や研修の幅が広がった。他職種等、連携強化が一層期待できると感じた。引き続き Web（ICT）を活

用し、今後はハイブリット研修等も検討したい。 

2．ステーション連絡会議を 2カ月に 1回行い、その他に必要な連絡については随時メールを活用し 

た。各事業所間の情報共有・交換を行う機会を保てているので今後も継続する。 

 


